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概要 ＥＡ (600字～800字程度にまとめてください。) 
 
本研究では、光刺激による細胞機能の制御を目指し、光刺激により開閉制御が可能な新規 K+チャネルや Ca2+

チャネルを創製することを目的とした。そのため、構造機能相関の研究が盛んに行われ、情報が豊富な K+チャネル
（KcsAチャネル)の改変を行った。 
刺激感受性については、以前我々が明らかにした KcsAチャネルの刺激感受に重要な細胞内領域を、光感受性

ドメイン（LOV2）や光感受性蛋白質（光活性化アデニル酸シクラーゼ（PAC））に置換したキメラ変異体を 20 種類作
製した。これらのうち、3 種類が野生型 KcsA チャネルとは特性が異なる特性を示した。さらに、KcsA チャネルと
LOV2 を融合した変異体では、それらの間にリンカーを付加することにより、チャネル活性を様々に改変することが
できた。よって、リンカーの長さを微調節することで、光刺激ありとなしで特性が変化する変異体を創り出せる可能
性が示唆された。また、イオン選択性については、KcsA チャネルの選択性フィルター部位に Ca2+チャネルのフィル
ター部位を模倣した 3つの変異を導入し、高い K+選択性を持つ KcsAチャネルをCa2+透過性に改変することに成功
した。よって、光感受性 K+チャネルができれば、光感受性 Ca2+チャネルへ改変することはたやすいと思われる。 
以上により、KcsA チャネルの刺激感受部位とイオン選択性フィルター部位の改変により、様々な特性を持つ変

異チャネルを創製できることが示され、本研究で得られた変異体をさらに改変すれば、光感受性を有するイオンチ
ャネルが創製できる可能性が示唆された。 
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欧文概要 ＥＺ 
 
To regulate cell function by non-invasive light, I am trying to create new K+ and Ca2+ channels 

that respond to light. We designed a series of engineered ion channels based on modification of 
the KcsA channel whose structural-functional relationship has been predicted by ours and other 
groups. Three of twenty mutants in which a photo-sensitive domain (LOV) or a photo-sensitive protein 
(PAC) was inserted into the KcsA channel’s sensing region showed different properties from the 
wild-type KcsA. In addition, some mutations in the selectivity filter region changed the selectivity 
from K+ to Ca2+. These results indicate that photo-sensitive ion channels would be created by 
modification of the KcsA channel. 

 


